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令和2年度決算に係る財務書類について

1・,,公会籬哉竃φ浦姻欝匙11

地方公共団体の公会計は、現金主義・単式簿記といって、一年間の現金収入と

支出を明らかにすることを目的としています。

しかし、この方法では、民間企業のようにどれだけの資産や負債を持っている

のかといったストックの状況や現金以外の要素を考慮した実質的なコストや収益

といった経営成績がわかのません。

このよう恋課題を補完するために、平成20年度決算以降、企業会計(発生主義・

複式簿記)を参考にした財務書類の作成が国から要請されており、平成28年度

決算からは、国が定める統一的な基準に沿って財務書類の作成を行うこととされ

ています。

長崎市においても、統一的な基準による財務書類を作成・'分析することにより、

市民のみなさまに財政状況をわかのやすく公表するよう努めていきます。
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之'・f作成炭風財務姦類φ概嘉靴黙
貸借対θ系表、行政コスト計算書、純資産変動計算書及ぴ資金収支計算書の4種類の
財務書類を、一般会計等、地方公共団体の全体、外郭団体等を含めた連結の3つの区
分で作成レます。

作成する.財務書類(4・表)

貸借対照表

^^^^

^^^^^^

...

+歳計外現金残高

'一純費琵"-1

皿

.ー.ー.ー.-1

資金収支計算書

資金増減額
十

期首資金残高

广一ーー珂耒、歳哥巍崟残嵩

行政コスト計算書

^^^^^^^^^^^^^

吊

経常収益

純経常行政コスト

＼゛

Lニニニニ:1ξ任啄巨1証・,_,_,-1

純資産変動計算書

土

臨時損失,臨時利益

^^^

公営企業6会計
上下水道、観光施設事業など

その他公営事業4会計
国民健康保険事業、介護保険事業など

長崎市

広域連合・一部事務組合1団体
長崎県後期高齢者医療広域連合

,^^^^^^^^^^^^^^^^^゛

^^^^^^^^^^^^^^^^^^

^

皐

十

税収等(一般財源)、補助金等
士

資産評価替え等による変動額

^

ー'ー'爾茉測鉦産残高一

財務4,.表の連結,
^ オ

^国^■^

ノ

^■^●^■^

1

第三セクター等10団体
{一肋長崎市野母崎振興公社
幅)長崎市社会福祉事業団
長崎つきまち(掬
【一財)長崎市勤労者サービスセンター
(一財)長崎口ープウェイ・水族館
(株)長崎高島水産センター

←財}長崎市地産地消振興公社
{公肋長崎市スボーツ協会
(一財)クリーンながさき
(地独)長崎市立病院機構
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3 一般会計等の財務、4表

資産や負債をどれだけ有しているかといったストック(残高)面から財政状況を
表したものです。
また、資産を取得するだめにどのような財源(負債・純資産)で賄ってきたかを
みることができミす。

f,

1 固定資産
(1)有形固定資産

ア事業用資産
イインフラ資産
ウ物品
(2)無形固定資産
(3)投資その他の資産

ア投資及び出資金
投資損失引当金イ

長期延滞債権ウ
長期貸付金工

基金オ

その他・カ

徴収不能引当金キ

2 流動資産

(1)現金預金
ーーーち言馬創ブ須7釡一ーー
r2丁深眼崟一ーーーーー
(3)基金
(4)その他
(5)徴収不能引当金

'; 1
、、、 、挟'資産の部訓

1-

."

+匹、..J 6.1.:P '^舮"ゞ..1.,,1
790,289,966

朋2,815,985

349,093,937

329,008,339

4,713,709

538,220

106, g35,762

55,863,283

△ 842,119

1,508,688

15,211,027

器,223,508
2, 0脇,260
91,886△

29,810,9四

フ,聞8,249

1.固定負債
(1)地方債
(2)長期未払金
(3)退職手当引当金
(4)損失補償等引当金
(5)その他

斗瓢負債の部妙十四や

資産合計

注)計数の端数調整により、表中の計、差引等が一致しない場合があります。

P辺愉如

ア令和2年度決算における固定資産は約7,903億円となっており、そのうち

土地や建物などの形で保有する「有形固定資産」は約6828億円、他団体への

出資金や特定目的のための基金などの「投資その他の資産」が約1ρ69億円です。

イ市税や保育料などにかかる長期延滞債権や末収金のうちの一部について、過去

5年問の不納欠損の実領により回収不能見込額として徴収不能引当金を約2億円

計上しています。

2 流動負債
(1)翌年度償還予定地方債
(2)未払金
(3)賞与等引当金
(4)預り金

'fド,
、'、' 1 -,」、!、11.四

^^^^^^

""'"゜ 1=
^^^^^^

1,400,335

愉凌犀谷圷"ー"ー"ー'ー"'ー"T信%6「腐7
820,100,875 負荏瓦一が繩蚕屋合喬'ー'ー'"ー'T血「6「'75

27フ,123,529

252,821,671
28,827

20,267,280
24,868
3,980,883

負債合計

^"ミ 1! 1●!」.1、、'

1^、!、 1、b'、^

ウ負債合計は約3ρ44億円となっており、そのうち地方債が約2,762億円と大き

な割合を占めていますが、地方債残高のうち約1,456億円は地方交付税で措置さ

れる見込みです。

また、全職員が令和2卸度末に普通退職したと想定した場合の要支給額を

退職手当引当金として約203億円計上レています。

工資産から負債を差し引いたものが純資産(現在までの世代が負担した部分)と

なの、全体として、約5'157億円となっています。

の部;

27,307,689
23,360,583
57,639

1,732,978

2,巧6,489

304,431i 218
,_ 11

■
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行政活動のうち福祉活動やごみの収集といった資産形成に結ぴつかない行政サービ
スに係る経費とその行政サービスの直接の対価として得られた使用料・手数料などの
財源(受益者負担)を対比させたものです。
この2つの差が純行政コストと恋りますが、これは受益者負担以外の市税等で賄わ
恋けれぱなら怨いコストを表レています。

行

鞭 1翫
1 人にかかるコスト
(1)職員給与費
(2)賞与等引当金繰入額
(3)その他

2 物にかかるコスト
(1)物件費
(2)維持補修費
(3)減価償却費

3 移転支出的なコスト
(1)社会保障給付
(2)補助金等
(3)他会計等への支出額
(4)その他

4 その他のコスト

(1)支払利息
(2)その他行政コスト

用熟兜鰍鴛邑翻 徽
(単位:千円)

26,8怖,057

22,592,225

1,732,978
2,479,853

52,127,256
28,686,616
2,443,962

20,996,678

巧5,587,964

74,740,006
61,339,854
19,403,199

104,904

2,6弘,911

1,382,巧5
1,272,756

経常費用合計

使用料・手数料
その他

経常収益合計

、』
.

臨時費用合計

壁壁」ヌ芦今杜'_,_;L__._'_1旦L叩0
"'ー'耗行詠ヨ、ズ「:厄lj烹三C丁'ニー'ニフ!731:"1'fに驫■
霪f衝・質方瑶扱需銅ご"tσサ護千お許戸嵳旬奪万f二薮τない場合がありまず。

8

Pのim越!

凋岡

時

ア 人件費や物件費といった現金支出のほか、有形固定資産にかかる減価償
却費や賞与引当金繰入額といった非現金支出も経常費用に含んでいます。
減価償却費は約21.0億円で、物にかかるコストの約40%を占めており、
過去に多くの資産を整備してきたことがわかります。

移転支出的なコストは4つのコスト区分の中で最も割合が大きく、経常
費用全体の約66%を占めています。
その内訳は生活保護費や障害福祉費などの社会保障給付のほか、各種
団体恋どに対レて支出する補助金や公営企業会計などに対する繰出金です。

行政サーピスの直接の対価として得られた使用料などの経常収益は
約73憶円で、経常費用の約3%が受益者負担となっています。
言いかえれぱ、経常費用の約97%は受益者負担以外の市税などの財源で
賄っているということになのます。

-4 -

237,175,188

3,766,657

3,517,280

イ

フ,283,937

ウ
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じ) 資

貸借対,系表の純資産の部(現在までの世代が負担した部分)が1年間でどのように
変動したかを表すものです。

W

期首純資産残高

無行忌1三ズ1E:ニ:ニ:ニニニf三二匪!三臼三13
読収雲'ー'ー'ー'ー'ー'ーー'T6乞T角ニラ8

坤・郷区分

国県等補助金
その他の変動額
当期純資産変動額

趣ヨ舜:重産愛声二:ニ:ニ:ニニ:Ξ,:§ξ必jι1
陛;1被'6露敷喬藝7ι戻'07表'市"方舒ア晃冒1写が一致しない場合があります。

PQim越1

ア

(単位:千円)
出"

521,987,321

資産形成に結ぴつかない純行政コストは約23卞1億円ありますが、市税
収入や地方交付税などの「税収等」と「国県等補助金」により賄っていま
す。

これは、経常収益で賄えない行政コストを市税殻ど一般財源や国庫支出
金、県補助金により補てんしていることを意味しています。

当期の純資産変動額は約63億円のマイナスとなっています。これは、
新型コロナウイルスの影響により、基金残高が減少したことなどによる
ものです。

122,078,076

197,006

△ 6,317,664

イ

-5 -
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歳計現金の出入りの情報を業務活動収支、投資活動収支、財務活動収支の3つの
区分に分けて表したものです。他の3つの財務書類と異恋り、行政活動を資金の
流れからみたもので、現在の公会計と同じ現金主義による財務書類です。

購卦二
1 業務活動収支

(1)業務支出
(2)業務収入
(3)臨時支出
(4)臨時収入
2 投資活動収支

(1)投資活動支出
公共施設等整備費支出ア

基金積立金支出イ

その他ウ

(2)投資活動収入
ア国県等補助金収入
イ基金取崩収入
ウその他
3 財務活動収支

(1)財務活動支出
ア地方債償還支出
イその他
(2)財務活動収入
ア地方債発行収入
イその他

区分 "^¥タ^凱
(単位:千円)

9,574,812

216,船8,618

221,921,449

1,1 19,853

4,811,835

△ 18,311,712

36,674,408
25,7謁,4防
4,948,444
5,987,508
18,362,697

8,530,193

フ,298,928

2,533,576
9,084,402
22,503,061
21,9舶,830

517,232

31,587,463

30,624,825

9能,638

《業務活動収支》
人件費や物件費などの支出と税収や手数
料などの収入とし.、つた日常の行政活動に
伴う資金収支です。

《投資活動収支》
公共事業などの支出や基金への積立、水
・下水道事業などへの出資とその財源
となる補助金収入などに伴う資金収支で
す。

当期収支

.

期首資金残高

^^^^^^^^^^^^^^^^^^■

＼'

PQim越

《財務活動収支》
地方債の元金償還と新規発行に伴う収入
など主に借金に係る資金収支です。

ア 期末資金残高は約55億円となっており、内訳をみると、投資活動収支
の不足額を業務活動収支における市税などの一般財源で補てんレている
ことがわかります。具体的には、道路など公共資産の整備や地方債の償還
などに市税恋どの一般財源を投入しているということになります。

347,502

5,154,258

イ 当期現金収支は、約3億円のプラスとなっています。これは、税収等の
減などにより業務活動収支が悪化したもののイ減収補てん債や臨時財政
対策債などの地方債発行収入の増加に伴い財務活動収支がプラスと恋った
ことなどによるものです。
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(5 市

割った市民一人あたりの財務4表です。

貸f吐対照表 (単位:千円)

一般会計等の財務4表を令和2年度末時点の住民基本台帳人口409,158人で

1 固定資産
(1)有形固定資産
(2)無形固定資産
(3)投資その他の資産

三,'宅動貫停______
うち歳計現金
^^^^^^^^^^^

資産合計

^

部

ーフ

謂取;"

、野Uり譜

、N'1新、

1 固定負債
2 流動負債

旦債宣きし._._._"_._

' t.,1tl

"ー'ー'ー'「;、i60

1筏資塵円_部_._._
負債及び純資産合計

'債の部"郵 ( 1、 f則,ず1{Ⅱ

1、賢'「一
1,932

1,669

261

73

13

2,004

^^^^^^

^^^^^^

§ご.予,雌
67フ

67

744

1、

子^

^

額一糾"県1

業務活動収支
投資活動収支
財務活動収支

」

^^^

1 人にかかるコスト
2 物にかかるコスト

3 移転支出的なコスト
4 その他のコスト
経常費用合計

コス

田区分じ

当期収支

期首資金残高

f翻゛

^

^

^
1,260
^

2,004

1璽玉理釡:疾苫ニニニニニニ

、用

航、j捌t郡那秒経

298

使用料・手数料
2 その他
経常収益合計

注)計数の端数調整により、.表中の計、差引等が一致しない場合があります。

曝念"トコ

.,・',二勺!
rj

(単位:千円)

難雅譜号

、、■

!可.1f 二a'ニ

臨時費用合計

収._ 1N、、",t.1・

(単位:千円)

'下吋,叩酷;竜'亭臨
臨時収益合計

PQ玲ぜ

ア市民一人あたりの道路や学校などの資産は2ρ04千円、地方債や退臓手
当引当金などの負債は744千円です。

イ市民一人あたのの1年間にかかる行政サービスの費用は580千円、直接
負担した施設使用料などの収入は18千円です。

繩行殿三僕"'f-'ー'ー'ー'

臨時費用 rlw,,1、・"1'

叡沙!1

¥

^^^^^^

^^^^^^

収益劃に二

んJ I

1.1

66

127

380

5部

産亦
幤堺匙,上糾区分ψ衝
期首純資産残高
純考薮ヨ焚、ドー'ー'ー'ー'
現辰r'ー'ー'ー'ー'ー'
国県等補助金
その他の変動額

13

1 '.' 1、))

。J.1,,、.」.jt、,3,

】・";1、

^=1闇1:_:'1、;・、'、、、

^^^^^^^^^

565
^^^^^^^^^

当期純資産変動額

、1

卿尿系ミ灸"重残嵩

" 1

●●^●^●^■^■^■^■^■^罪^閣^M^●^●^

3
・'ン

(単位:千円)
額
1 276

す"を、665
^^^^^^^^^

251

■^^^■^■

9
 
9
 
81

、"

』
」'

1

51△

゛
J

3
 
5
 
2

2
 
4
 
2

△

1

=

ル
"

、

1
 
2
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固定資産台帳とは、事業を行うための資産や道路などのインフラ施設等の固定
資産につぃて、その取得から除売却処分に至る談での情報を管理するための帳簿
で、国が定める統一的な基準に沿って作成したものです。

長崎市の有形固定資産と無形固定資産の合計は、現在簿価で約6834{意円となって
います。有形固定資産の合計は、取得価額が約1兆3,617億円、減価償却累計額が
約6,789億円、現在簿価が約6828億円となっておの、その内訳は、事業用資産が
約3,491億円、インフラ資産が約3290億円、物品が約47億円となっています。
まだ、無形固定資産については現在簿価で計上することとされており、令和2年度
は約5億円となっています。

固定資産台帳(R3331現在)

種別

土地

事業用資産

勘定科自名称

立木竹

建物

工作物

船舶

浮標等

建設仮勘定

阜

取得価額

インフラ資産

事業用資産集計

154847,934

土地(インフラ資産)

、

建物(インフラ資産)

3237,442

373,062218

物晶

工作物(インフラ資産)

減価償却累計額

フ7878,765

有形固定資産集計

建設仮勘定(インフラ資産)

無形固定資産

インフラ資産集計

335819

有形固定資塵十無形固定資産

508212

230853,578

22848,901

P@im赦
▲資産老朽化の進み具合を示す「有形固定資産減価償却率」(償却資産の取得価額に対する減価償却累計韻の割合)は、長崎市においては、 667%と恋っておの、資産の
老朽化が進んでいることが分かのます。,_
このような分析結果を踏まえ厘公共施設等の維持管理修繕・・更新等に係る中長期的恋経費の見込みの算山や、公共施設等お総合的かっ計画的恋嘗理に関する芳針等の策定を
行っていく予定です。

河川、漁港、公園などの有形固定資産※インフラ資産→道路、
事業用資産→インフラ資産以外の有形固定資産(庁舎、公営住宅、学校など)

632,719,291

(単位:千円)

52283,792

ソフトウエア

現在簿価

150,449,698

154847,934

331,617

10,481,618

541,593,497

3237,442

156367

142208,640

283,625,354

12,530,438

25,594973

715ρ55,251

13896,261

d,361,670,803

8ρ40822

378,006,090

4,202

351845

22,848,901

349ρ93,937

386ρ46912

150,449,698

9,182,552

2,440,796

678854818

d 63,587,407

12,530,438

329,008339

4,713,709

682815,985

8

683354,205

538,220


